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本授業は、Ｓ県の公立小学校 5 年 3 組 児
童 30 名を対象に行った。平成 16 年 9 月 27 日
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                  図7 
 
図 6 の数直線上の 10 倍の操作と図 7 の筆算
での 10 倍の操作との整合について黒板でまと
められ、筆算を行うように教師から指示が出て
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                  図9 
 
しかし、奈々子さんはここで、次のように発
話をしながら、図 9 で得られた商 45 では計算



















         
「だったら、ここに（と発言しながら商45
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3.3.4 学習のまとめの問題場面（第14時） 
 











【問題】2.8ℓで 560 円のジュースがあります。 
１ℓのねだんはいくらでしょう。 
 





































































②     ２０  
２．８． ５６０  ． 
     ５６ 
０   
③ ２０  ． 
２．８． ５６０  ． 
     ５６ 
０   
④     ２０  ． 
２．８． ５６０  ． 
     ５６ 
０    
         ③ 
      ２０ ０ 
２．８． ５６０．０．② 
     ５６ 
０ ０①  
 



















































































                 
   0    □g       ×5     166.5（g） 
 
    
0    1              5（m） 



















































































 - 78 -
     ÷2.4 
 ×2.4     ×10 
  0  □  120        1200(g)
 
 
  0  1   2.4       24(ｍ)
     ×2.4     ×10 
     ÷2.4 
          ÷24 
     ÷2.4 
 ×2.4     ×10 
  0  □  120        1200(g)
 
 
  0  1   2.4       24(ｍ)
     ×2.4     ×10 
     ÷2.4 



































一つ目の段階は図 19 に示すように 2.4 を 10
倍して 24 にするという数直線を引き伸ばす過
程である。筆算をする上で 2.4 を整数の 24 に
するという子どもたちの考えから数直線を引
き伸ばす操作を導き出した。ここでは、長さが
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平成 15年度教育課程実施状況調査結果. 2005. 
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